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本
年
度
の
笛
吹
高
同

窓
会
定
期
総
会
は
、
今

秋
11
月
26
日（
日
）、  石
和

温
泉
郷
・
ホ
テ
ル
石
庭

に
て
開
催
致
し
ま
す
。

現
在
、
実
行
委
員
長

の
佐
藤
勝
弘
氏
（
園
芸

高
第
32
回
）
は
じ
め
両

校
実
行
委
諸
氏
よ
っ
て

着
々
と
準
備
が
進
ん
で

お
り
ま
す
。
会
員
各
位

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

同
窓
生
、
同
級
生
等
お

誘
い
の
上
、
多
数
御
来

場
下
さ
い
ま
す
よ
う
、

定
期
総
会
関
係
者
一
同

心
よ
り
お
待
ち
申
し
あ

げ
ま
す
。

母
校
・
笛
吹
高
等
学
校
（
以

下
「
笛
吹
高
」）
は
、
２
年
後
の

平
成
31
年
に
開
校
十
周
年
の
節

目
を
迎
え
ま
す
。
母
校
で
は
今
年

校
内
に
担
当
係
を
立
ち
上
げ
、
記

念
事
業
の
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。

明
治
以
来
の
校
史
を
継
承

い
う
ま
で
も
な
く
、
母
校
は

19
世
紀
末
の
明
治
28
年
４
月
11

日
山
梨
養
蚕
教
習
所
と
し
て
創

設
さ
れ
、
山
梨
県
立
蚕
業
学
校

等
を
経
て
、
昭
和
25
年
４
月
、

現
在
地
（
石
和
町
市
部
３
）
に

お
い
て
総
合
制
の
石
和
高
と
な

り
ま
し
た
。
同
36
年
に
は
旧
制

期
の
流
れ
を
汲
む
農
業
課
程
は

山
梨
園
芸
高
と
し
て
石
和
町
中

川
の
地
に
移
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
諸
般
の
事
情
か
ら

二
校
は
半
世
紀
を
経
て
再
び
統

合
す
る
こ
と
に
な
り
、
平
成
22
年

４
月
、
県
下
最
大
規
模
の
笛
吹

平
素
ご
無
沙
汰
で
す
が
、
同
窓
生

の
皆
様
に
は
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と

拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
母
校
並

び
に
同
窓
会
活
動
に
深
い
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
同
窓
会
が
笛
吹
高
校
に
再

統
合
し
て
か
ら
本
年
は
６
年
目
の
定

期
総
会
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、
か
つ
て
の
両
校
の
伝
統
を
引
き

継
い
で
い
た
だ
き
、当
番
幹
事
の
42

歳
の
同
窓
生
が
心
一
つ
に
、
春
以
来

実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
総
会
を

盛
り
上
げ
よ
う
と
多
彩
な
企
画
を
検

討
さ
れ
、
総
会
日
程
も
11
月
26
日
に

高
が
誕
生
し
ま
し
た
。
石
和
高
・

山
梨
園
芸
高
の
卒
業
生
は
言
う

ま
で
も
な
く
、
明
治
以
来
の
旧

制
期
の
前
身
各
校
の
卒
業
生
の

学
籍
記
録
を
網
羅
し
た
「
卒
業

証
書
授
与
台
帳
」
は
笛
吹
高
に

移
管
さ
れ
、
前
身
各
校
の
歴
史

を
正
式
に
継
承
し
ま
し
た
。

笛
吹
高
の
歩
み

笛
吹
高
開
校
の
平
成
22
年
に

は
、
ま
だ
校
舎
は
な
く
、
開
校

式
・
第
１
期
生
入
学
式
は
山
梨

園
芸
高
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
教
室
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
建

て
ら
れ
た
仮
校
舎
（
プ
レ
ハ
ブ

棟
）
に
石
和
高
２
、
３
年
生
と

同
居
し
ま
し
た
。
平
成
23
年
新

校
舎
完
成
と
共
に
山
梨
園
芸
高

３
年
生
も
加
わ
り
、
最
初
で
最

後
の
三
校
同
居
の
一
年
と
な
り

ま
し
た
。
石
和
高
・
山
梨
園
芸

高
は
平
成
23
年
度
末
を
も
っ
て

グラウンドから体育館・校舎をのぞむ。

正門の老松・母校のシンボルツリー

平成28年度定期総会（平成28年11月27日）

平
成
28
年
度
本
会
定
期
総
会
は
、

昨
秋
11
月
27
日
、
石
和
町
・
ホ
テ
ル

石
庭
に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
前
島
同
窓
会
長
、
坂
爪
実

行
委
員
長
、
若
林
笛
吹
高
校
長
の
挨

拶
来
賓
祝
辞
と
続
き
、
議
事
で
は
平

成
29
年
度
事
業
計
画
、
平
成
29
年
度

予
算
案
等
が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お

り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回

は
同
窓
会
会
則
の
規
定
に
よ
り
、
本

会
役
員
の
改
選
年
に
あ
た
っ
て
お
り
、

新
役
員
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
れ
も
左
表
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
支
部
役
員
に
つ
い
て
は

昨
秋
刊
行
の
『
同
窓
会
誌
』
第
５
号

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
下

さ
い
。
ま
た
、
こ
の
日
、
長
年
各
々

の
領
域
で
の
御
尽
力
、
御
功
績
が
認

め
ら
れ
各
種
受
賞
を
さ
れ
た
５
名
の

同
窓
会
員
各
位
を
御
披
露
し
、
会
員

一
同
敬
意
と
祝
意
を
込
め
て
記
念
品

を
お
贈
り
致
し
ま
し
た
（
詳
細
に
つ

昨
秋
11
月
に
開
催
さ
れ
た
平
成
28

年
度
本
会
定
期
総
会
の
決
算
報
告
を

致
し
ま
す
（
左
資
料
）。

皆
様
か
ら
御
協
賛
い
た
だ
い
た
貴

重
な
浄
財
は
、
総
会
運
営
費
に
あ
て

た
他
、
笛
吹
高
後
援
会
を
通
じ
て
、

母
校
活
性
化
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
御
協
賛
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
秋
も
11
月
３
日
（
金
）、「
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ス
タ
笛
吹
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
地
域
へ
の
感
謝
を
込
め
て
、

全
校
行
事
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

食
品
化
学
科
や
果
樹
園
芸
科
の
日

頃
の
学
習
成
果
で
あ
る
加
工
品
や
野

菜
・
草
花
販
売
は
毎
年
好
評
で
す
。

同
窓
生
や
地
域
の
皆
様
の
御
来
校

を
、
生
徒
・
教
職

員
一
同
心
よ
り
お

待
ち
致
し
て
お
り

ま
す
。

旧
蚕
業
・
農
蚕
、
農
蚕
高
・

　

石
和
高
・
山
梨
園
芸
高
・

　
　

笛
吹
高
卒
業
生
の
皆
様
へ

笛
吹
高
の
開
校
に
伴
い
、
石
和
高

と
山
梨
園
芸
高
（
旧
蚕
業
学
校
等
を

含
む
）
の
卒
業
生
に
係
る
卒
業
証
明

書
・
成
績
証
明
書
等
の
発
行
は
、
笛

吹
高
校
長
所
管
事
務
に
な
り
ま
し

た
。た

だ
し
、
証
明
書
の
種
類
に
よ
っ

て
は
、
発
行
に
日
数
を
要
す
る
も
の

や
、
既
に
法
定
年
数
が
過
ぎ
発
行
不

可
能
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

不
明
な
点
は
笛
吹
高
事
務
室
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
度
本
会
役
員
を
改
選

会
長
に
前
島
氏
を
再
選
〜
昨
秋
定
期
総
会

平
成
28
年
度
総
会
決
算
報
告

卒
業
生
の
各
種
証
明
事
務

平成29年度　同窓会定期総会
今秋、11月26日（日）開催　於 ホテル石庭

閉
校
と
な
り
ま
し
た
が
、
二
校
か
ら

継
承
し
た
有
形
無
形
の
財
産
が
、
現

在
大
い
に
躍
進
を

続
け
る
笛
吹
高
の

基
盤
に
な
っ
て
い

る
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

記
念
事
業
に
つ
い
て

平
成
31
年
度
を
中
心
に
展
開
さ
れ

る
予
定
で
す
。
趣
旨
は
「
開
校
十
年

の
道
程
を
振
り
返
り
、
こ
の
間
の
成

果
を
評
価
検
証
し
将
来
へ
の
飛
躍
を

期
す
る
機
会
と
す
る
と
共
に
、
前
身

各
校
の
歩
み
を
整
理
し
顕
彰
す
る
機

会
と
す
る
」
も
の
で
す
。
記
念
式
典
、

講
演
会
、
記
念
誌
刊
行
等
が
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

笛
吹
高
、２
年
後
に
開
校
十
周
年

平
成
31
年
に
向
け
記
念
事
業
の
検
討
を
開
始

決
定
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
準
備
期

間
に
入
っ
て
参
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
当
総
会
開
催
に

あ
た
っ
て
総
会
券
、
並
び
に
協
賛
広

告
を
関
係
皆
様
に
本
年
も
お
願
い
す

る
計
画
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
母
校

の
発
展
と
同
窓
会
の
組
織
活
動
の
た

め
、
何
卒
、
格
段
の
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
ご
依
頼
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
当
日
の
総
会

に
は
同
窓
生
が
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご

出
席
の
程
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。

同
窓
会
は
言
う
ま
で
も
な
く
卒
業

年
代
を
超
え
、
多
感
な
青
春
時
代
の

思
い
出
を
通
じ
、
今
あ
る
そ
れ
ぞ
れ

の
人
生
の
拠
り
所
と
な
っ
て
あ
の
友
、

あ
の
人
に
心
を
馳
せ
る
も
の
で
す
。

11
月
26
日
は
懐
か
し
い
母
校
の
近
況

に
も
ふ
れ
な
が
ら
、
交
流
の
場
と
も

な
り
ま
す
よ
う
念
じ
て
止
み
ま
せ
ん
。

人
生
と
は
熱
く
燃
え
た
時
代
の
糧

が
あ
る
か
ら
頑
張
れ
る
ん
だ
と
も
言

い
ま
す
。
今
日
、
私
達
の
国
は
豊
か

な
経
済
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
一

方
で
人
と
人
と
の
関
係
に
希
薄
さ
が

忍
び
寄
っ
て
き
て
は
い
な
い
か
と
感

じ
た
り
い
た
し
ま
す
。
ど
う
か
、
当

日
は
お
互
い
に
ご
無
沙
汰
同
志
の
同

窓
生
が
遠
慮
な
く
集
ま
る
日
に
し
た

い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
盛
大

な
定
期
総
会
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
協

力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
、
末

尾
で
す
が
、
同
窓
生
・
関
係
皆
様
の

ご
健
勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
同
窓
会
定
期
総
会
開
催
に

伴
う
協
力
依
頼
に
つ
い
て

笛
吹
高
校
同
窓
会
長
　
前

島

茂

松

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
笛
吹

11
月
３
日　

笛
吹
高
で
開
催

い
て
は
『
同
窓
会
誌
』
第
５
号
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
）。

平
成
29
年
度 

同
窓
会
本
会
役
員
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特
別
活
動
（
部
活
）
よ
う

す
を
紹
介
し
ま
す
。
た
だ
し

本
紙
は
７
月
上
旬
発
行
の
た

め
前
号
未
掲
載
の
昨
年
度
後

半
〜
本
年
６
月
の
間
を
扱
い

ま
す
。

 

平
成
28
年
度
後
半

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
は
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
男
女
・
弓
道
女
子
・

自
転
車
・
ラ
イ
フ
ル
射
撃
の

各
部
が
出
場
し
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男

子
個
人
戦
で
田
辺
・
小
宮
山

ペ
ア
が
見
事
５
位
に
輝
き
ま

し
た
（
８
月
、
岡
山
県
）。

文
化
局
で
は
、
す
い
れ
き

太
鼓
部
が
全
国
高
校
総
文
祭

郷
土
芸
能
部
門
に
平
成
19
年

度
以
来
十
年
連
続
出
場
の
偉

業
を
達
成
し
ま
し
た
。
ま
た

植
物
研
究
部
も
関
東
地
区
学

校
農
ク
大
会
に
や
は
り
平
成

19
年
度
以
来
十
年
連
続
出
場

を
果
た
し
ま
し
た
。

 

平
成
29
年
度
前
半

５
月
野
球
部
は
春
季
関
東

野
球
大
会
に
て
ベ
ス
ト
８
位

と
な
り
、
校
内
が
喜
び
に
沸

き
ま
し
た
。

県
高
校
総
体
は
、
男
子
は

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
優
勝
）・
ラ

イ
フ
ル
（
優
勝
）・
テ
ニ
ス
各

部
の
得
点
に
よ
り
10
点
総
合

14
位
、
女
子
は
ラ
イ
フ
ル
（
優

笛
吹
高
校
同
窓
生
の
皆
様
に
は
平
素

よ
り
本
校
の
教
育
活
動
に
対
し
ま
し
て

ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
笛
吹
高
校
と

し
て
開
校
し
、
８
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

４
月
８
日
、新
た
に
第
８
期
生
２
８
１
名

が
入
学
し
、
４
学
科
・
学
年
８
ク
ラ
ス
、

全
校
生
徒
８
３
９
名
に
て
新
年
度
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

本
校
は
、校
訓「
責
任
と
信
頼
」
の
下
、

教
育
目
標
と
し
て
、「
自
己
の
可
能
性
を

信
じ
、
何
事
に
も
主
体
的
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
生
徒
の
育
成
」、「
広
い
視
野
を

持
ち
、
地
域
社
会
の
形
成
に
進
ん
で
参

画
で
き
る
生
徒
の
育
成
」
を
掲
げ
て
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
昨
年
、
地
元
中

学
校
等
を
訪
問
す
る
中
で
、
多
く
の
学

勝
）・
陸
上
・
バ
レ
ー
・
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
各
部
の
得
点
で
５

点
総
合
20
位
で
し
た
（
昨
年

度
は
男
女
共
に
７
位
）。
サ
ッ

カ
ー
部
の
躍
進
も
目
に
と
ま

り
ま
し
た
。

関
東
大
会
に
は
、
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
男
女
、
ラ
イ
フ
ル
射
撃
、

自
転
車
、
陸
上
競
技
、
柔
道
・

相
撲
、
卓
球
の
各
部
が
出
場

を
果
た
し
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
は
、
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
・
ラ
イ
フ
ル
の

各
部
が
今
夏
出
場
し
ま
す
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
は
平
成

29
年
を
も
っ
て
４
年
連
続
出

場
と
な
り
ま
す
。

ま
た
植
物
研
究
部
が
昨
年

度
県
高
校
芸
文
祭
自
然
科
学

部
門
で
生
物
分
野
最
優
秀
賞

と
な
り
、
今
夏
８
月
全
国
高

校
総
合
文
化
祭
（
宮
城
県
）

に
３
年
ぶ
り
５
回
目
の

出
場
権
を
得
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
も
多
く
の

部
の
活
躍
や
多
彩
な
行

事
で
の
活
動
が
多
々
あ

り
ま
す
が
、紙
幅
の
関
係

で
紹
介
し
き
れ
ま
せ
ん
。

生
徒
の
皆
さ
ん
の
頑
張

り
と
先
生
方
の
熱
心
な

御
指
導
に
心
よ
り
敬
意

と
祝
意
を
表
し
ま
す
。

因
み
に
笛
吹
高
の
ク

ラ
ブ
活
動
は
、
石
和

高
・
山
梨
園
芸
高
の
も

の
を
そ
の
ま
ま
引
き
継

連携協定締結。 左は山下市長・右は若林校長。

植物研究部・平成29年度全国高校総合文化祭出場権獲得

インターハイ表彰式・ソフトテニス部（平成28年、岡山）

山梨園芸高校訓碑（附属農場）

笛
吹
高
校
で
は
、
教
育
目
標
と
し

て
「
地
域
社
会
の
形
成
に
す
す
ん
で

参
画
で
き
る
生
徒
の
育
成
」
を
掲
げ
、

「
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
す
」
場
面
を

設
定
し
、
積
極
的
に
社
会
参
画
に
資

す
る
人
材
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
実
践
的
な
学
習
の
場

と
し
て
、
笛
吹
市
内
の
教
育
機
関
と

の
連
携
、
市
内
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
参

加
な
ど
学
校
と
い
う
枠
組
み
を
超
え

た
具
体
的
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
連
携
事
業

は
、
私
た
ち
が
普
段
授
業
や
実
習
、

課
外
活
動
等
で
学
ん
だ
こ
と
を
よ
り

深
め
、
自
身
の
生
き
方
や
在
り
方
、

市
民
意
識
の
醸
成
な
ど
に
つ
い
て
考

え
る
重
要
な
機
会
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
29
年
４
月
12
日
、

母
校
体
育
館
に
お
い
て
全
校
生
徒
が

見
守
る
中
、
笛
吹
市
・
笛
吹
高
の
包

括
連
携
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
包
括
連
携
協
定
は
、
右
に
記

し
た
既
存
の
取
り
組
み
も
包
含
す
る

中
で
、「
笛
吹
市
と
笛
吹
高
は
、
相

互
に
連
携
し
、
地
域
の
振
興
と
人
材

育
成
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
両
者
の

発
展
に
資
す
る
（
以
下
略
）」
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
連
携
事
項

と
し
て
、
①
地
域
産
業
振
興
の
担
い

手
と
な
る
人
材
の
育
成
及
び
支
援
、

笛
吹
高
移
行
後
も
旧

山
梨
園
芸
高
跡
地
（
現

桃
花
台
学
園
）
に
残
置

さ
れ
て
い
た
山
梨
園
芸

高
の
校
訓
碑
「
道
を
拓

く
人
と
な
れ
」
碑
が
平

成
29
年
３
月
29
日
笛
吹

高
に
返
還
さ
れ
、
附
属

農
場
の
一
角
に
移
設
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
移

設
は
当
初
同
窓
会
で
計

画
さ
れ
、
昨
年
６
月
校

長
名
で
県
学
校
施
設
課

に
要
望
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
22
年
笛
吹
高
創
設
の
際
、
県

教
委
の
指
示
に
よ
り
山
梨
園
芸
高
よ

り
移
設
可
能
な
石
碑
等
は
５
点
以
内

第
一
面
で
触
れ
ま
し
た
「
開
校
十

周
年
」
に
係
わ
り
、『
記
念
誌
』
刊

行
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
い
て
は
同
窓
生
各
位
に
校
史
関

係
資
料
（
各
種
記
録
・
ア
ル
バ
ム
・

写
真
等
）
を
御
恵
贈
若
し
く
は
借
用

（
コ
ピ
ー
・
写
真
撮
影
）
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
会
事
務
局
校
史
資
料
室
で
は
、

特
に
次
の
資
料
に
つ
い
て
重
点
的
に

収
集
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
御
指
導
、

御
協
力
を
是
非
お
願
い
致
し
ま
す
。

・
旧
制
期
資
料
全
般

（
蚕
業
・
農
蚕
学
校
時
代
）。

・
新
制
農
蚕
高
校
時
代
資
料
。

こ
の
時
代
の
資
料
が
最
も
乏
し
い
。

・
総
合
制
石
和
高
校
時
代
資
料
。

特
に
定
時
制
関
係
資
料
。

・
昭
和
36
年
分
離
直
後
の
石
和
高

校
関
係
資
料
。

笛
吹
市
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

「
同
窓
会
通
信
」
第
４
号
を
お

届
け
致
し
ま
す
。

紙
面
で
ご
覧
い
た
だ
い
た
よ
う

に
在
校
生
一
同
、
石
和
高
・
山
梨

園
芸
高
か
ら
継
承
し
た
有
形
無
形

の
掛
け
替
え
の
な
い
財
産
を
た
い

せ
つ
に
し
、
地
域
と
の
つ
な
が
り

も
強
く
意
識
し
な
が
ら
、
多
方
面

で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
本
会
・
学

校
へ
の
変
わ
ら
ぬ
御
支
援
、
御
協

力
を
申
し
上
げ
ま
す
。

編

集

後

記

ぎ
、
現
在
、
体
育
部
19
部
（
男
女
別
）、

文
化
部
14
部
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
活

発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
名

を
あ
げ
る
と
次
の
通
り
で
す
。

【
体
育
部
】

野
球
・
サ
ッ
カ
ー
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

男
女
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
女
・
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
女
・
卓
球
・
柔
道
・

剣
道
・
テ
ニ
ス
・
弓
道
・
ラ
イ
フ
ル

射
撃
・
自
転
車
・
陸
上
・
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
・
ラ
グ
ビ
ー
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

【
文
化
部
】

写
真
・
書
道
・
美
術
・
茶
道
・
フ
ォ
ー

ク
ソ
ン
グ
・
吹
奏
楽
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

情
報
科
学
・
放
送
・
す
い
れ
き
太
鼓
・

校
で
生
徒
数
が
漸
次
減
少
し
て
い
る
実

態
を
目
の
当
た
り
に
し
、
少
子
化
の
現

状
と
こ
れ
に
伴
う
地
域
産
業
衰
退
へ
の

危
惧
を
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

本
校
で
は
、こ
れ
ま
で
も
地
域
に
根

ざ
し
た
教
育
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
改
め
て
「
若
者
の
地
域
社

会
へ
の
積
極
的
な
参
画
」
が
重
要
課
題

で
あ
り
、
高
校
生
活
の
中
で
そ
の
資
質

を
養
う
手
立
て
の
必
要
性
を
痛
感
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
本
年
新
た
に
指
導

重
点
と
し
て
「
学
ん
だ
こ
と
を
活
か

し
、
地
域
課
題
に
取
り
組
む
意
識
と
行

動
力
」
を
掲
げ
、
こ
れ
を
具
現
化
す
る

１
手
立
て
と
し
て
、
４
月
12
日
、
笛
吹

市
と
の
包
括
連
携
協
定
を
取
り
交
わ
し

ま
し
た
。
こ
の
包
括
連
携
協
定
を
新
た

な
起
点
と
し
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

を
深
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
新
た
な
教

育
的
視
点
に
立
ち
、
生
徒
が
自
ら
考
え
、

行
動
で
き
る
実
践
活
動
を
通
し
て
、
将

来
に
わ
た
っ
て
地
域
社
会
に
参
画
で
き

る
若
者
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

３
月
22
日
山
梨
学
院
短
期
大
学
と
の
間

で
も
包
括
連
携
を
提
携
し
、「
食
」
を

主
テ
ー
マ
に
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

も
進
め
て
お
り
、
既
に
連
携
し
て
い
る

健
康
科
学
大
学
、
県
立
農
業
大
学
校
も

含
め
、
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
に
取
り

組
み
、
地
域
の
活
性
化
に
繋
げ
る
べ
く
、

学
校
自
ら
も
主
体
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
同
窓
生

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

結
び
に
、
同
窓
生
の
皆
様
の
益
々
の

ご
健
勝
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
挨

拶
と
し
ま
す
。

同
窓
会
通
信
に
寄
せ
て

笛
吹
高
等
学
校
長
　
若

林　

喜
久
男

②
地
域
特
産
品
等
を
活
用
し
た
商
品

開
発
、
③
生
徒
及
び
教
職
員
に
よ
る

地
域
研
究
や
実
習
等
の
受
け
入
れ
、

④
両
者
が
有
す
る
知
的
・
人
的
資
源

の
交
流
及
び
物
的
資
源
の
相
互
活
用
、

⑤
そ
の
他
両
者
が
必
要
と
認
め
る
事

項
、
で
す
。

こ
の
連
携
協
定
が
母
校
の
さ
ら
な

る
進
展
を
期
す
る
も
の
と
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

母
校
の
さ
ら
な
る
進
展
を
期
し
て

植
物
研
究
・
食
品
化
学
・
園
芸
デ
ザ

イ
ン

と
規
定
さ
れ
た
た
め
、
優
先
順
位
の

関
係
で
こ
の
石
碑
を
残
さ
ざ
る
を
得

ず
、
関
係
者
一
同
た
い
へ
ん
気
が
か

り
で
し
た
が
、
今
回
歴
史
的
に
縁
の

深
い
附
属
農
場
へ
の
移
設
が
実
現
し

喜
ば
し
い
限
り
で
す
。
こ
の
碑
は
山

梨
園
芸
高
第
２
回
（
昭
和
37
年
度
）

卒
業
生
寄
贈
で
、
碑
面
の
文
字
は
第

22
代
（
山
梨
園
芸
高
初
代
）
校
長
・

手
塚
豪
先
生
の
揮
毫
で
す
。

な
お
、
山
梨
園
芸
高
第
２
回
生
は
、

昭
和
35
年
石
和
高
１
年
と
し
て
入
学

し
、
２
年
時
に
山
梨
園
芸
高
に
移
行

し
卒
業
し
た
石
和
高
・
山
梨
園
芸
高

分
離
過
渡
期
の
世
代
で
す
。

体
育
・
文
化
局
各
部
健
闘
中

ソフトテニス部男子

昨夏 インターハイ５位入賞
植物研究部 ３年ぶり５度目の全国高校総文祭出場権を獲得

旧山梨園芸高「校訓碑」返還
今年、附属農場の一角に移設

校
史
資
料
の
御
恵
贈
・

借
用
の
お
願
い

すいれき太鼓部・全国高校総文祭１０年連続出場を達成。




